
                         場を清め、時を守り、礼を正す生徒！ 

                            心を形に 思いを声にできる生徒！ 

新人戦の結果   １１月からの実施分 

剣道部  

区内大会 男子 優勝 女子２位  市内大会 男子 優勝 女子惜敗  県大会 男子 ３位 

バスケット部  区内大会 男子 準優勝 市内大会出場へ  女子 ３位 

バレー部     区内大会 女子惜敗   男子市内大会出場へ 

陸上新人 市内大会  男子１００Ｍ １位 １年 共通４００Ｍ ６位 ２年 

               女子１００Ｍ ３位 ２年 共通２００Ｍ ３位 ２年 

       県大会    男子１００Ｍ ６位 １年  

              女子１００Ｍ ５位 ２年 共通２００Ｍ ２位 ２年 

出展結果 
「税についての作文」       ３年  「若松税務署賞」 

                    ３年  「北九州市教育委員会賞」 

「歯・口の健康啓発標語」    ２年 １名 

「歯みがきで お口も心も ピッカピカ」 「福岡県」        最優秀賞  

                                 「日本学校歯科医師会」 代表賞 

「人権週間作品」 詩 入選   １年 １名 

「読書感想文」   優秀賞    ３年 １名   ２年 １名  

「イングリッシュコンテスト 北九州」 暗唱部門 優秀賞   ３年 １名  

「芸奨コンクール」  八幡中央高校        金賞    ３年 １名 

２年生福岡市内班別研修 

 １２月７日(水)２年生は、来年の修学旅行の事前学習を兼ねて、福岡市内班別研修をおこないまし

た。慣れない見知らぬ土地を班員が地図を頼りに、知恵を出し合い目的地に安全に到着できること

を目的としました。生徒たちだけの行動となるので、自分たちで安全を確保しながら班員が協力する

ことが重要ですが、地下鉄構内や、地上を歩く姿を追っていましたが、どの班も男女が離れることなく

安全に歩いていました。農村宿泊体験でもすばらしい行動がとれていましたが、今回も見事に目的を

果たすことができたと思います。 

 

 

 
  

地図を見ながら「ここどこ！」  博多駅は後方       大濠公園  昼食 「行儀よくたべていました」                                              

北九州市立二島中学校  学校便り 

アドレス 

www.kita9.ed.jp/futajima-j 「盈
え い

進
し ん

」 

平成２３年１２月１９日 

学校通信 No１３ 

文責 校長 森園 利徳 

http://www.kita9.ed.jp/futajima-j


｢ガラスのうさぎ｣ アニメ映画鑑賞から 

 １２月８日（木）全校生徒で「ガラスのうさぎ」の鑑賞をしました。今年の１２月８日は太平洋戦争開始

７０年にあたります。平和の尊さ、命の大切さ、人権について幅広く学習してほしいとの願いで、計画

をしました。１２歳の少女「敏子」が東京大空襲の体験を通して、戦争の悲惨さを知り、混乱の中を生

き抜きながら、平和への願いを渇望する感動の作品でした。 

「ぼくは初めてこんなに長い、戦争についての映画をみました。最初は家族が全員いたんだけど、

どんどん亡くなっていってしまいました。 

 ぼくは、自分に置き換えると、すごく悲しくなりました。そして、すごくかわいそうだと思いました。戦

争の後は、何も無くて家もまるこげで跡形もなく空襲のすさまじさを物語っていました。 

 だから、戦争というものは、起きてはいけないし、起こしてはいけないものだと、改めて痛感しまし

た。」                                                  １年男子生徒 

２学期を終えるにあたって 
 ２０１１年(平成２３年)、そして２３年度第２学期もまもなく終わります。学年集会、学級

活動の時間に、２学期あるいは今年の自分についてまとめをしていることと思います。 

 ２０１１年も、いろいろな出来事がありました。やはり一番は東日本大震災により、たく

さんの犠牲者が出たことがあげられます。また、やがて９ヶ月が経過しようとしていますが、

今だに復旧もはかどらず、捜索も続いています。また、避難生活も続いていることです。 

 もう一つは、福島第一原子力発電所の安定的な事故措置と、見通しのもてる除染による安

心、安全の取組みです。何よりも一日も早い終息が待たれます。 

 平成２３年はうさぎ年でした。うさぎのように飛躍できたらと誰もが望んだことと思いま

す。皆さんにとって２３年はどんな年だったでしょうか。きっと人それぞれに思いのある年

であったと考えます。 

 さて、来年は辰年です。辰年に関することわざもいろいろあります。 

「竜の雲を得たるがごとし」  勢いに乗ずることをいう 

 「登竜門」              競い合って登りつめるための関門 

 「画竜点睛」            事を完成するために、最後に加える大切な仕上げのたとえ 

 「画竜点睛」 （がりょうてんせい） 

２学期を反省し、３学期学年のまとめ(最後に加える大切な仕上げ、３年生にとっては最も重要な

受験前に加える最後の仕上げの時期です。) 

３学期始業式は１月１０日（火） 

    ２０１１年（２３年）     から      ２０１２年（２４年）へ 

保護者・地域の皆様方へ 

 平成２３年も大変お世話になりました。また、新たな気持ちで新年を、そして２３年度のまとめに向

って教職員一同取組みを開始いたします。来年もご支援・ご協力をお願いいたします。 

どうか、皆様良い年をお迎えください。 

お世話になり

ました。 
良い年でありますよう

に。よろしくお願いし

ます。 


